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銀河中心領域のNH3分子の分布と分子雲の温度を求めるために、鹿児島６m電波望遠鏡を用いて23GHz帯にある
NH3の (J,K) = (1, 1)及び (2, 2)の各遷移を同時に観測した。観測領域は−1.0◦ ≤ l ≤ 1.5◦、−0.375◦ ≤ b ≤ 0.25◦

であり、距離 8.5kpcにおいて約 370 pc × 170pcの範囲に相当する。望遠鏡のビームサイズHPBWは 9’.5で、観
測は 7’.5間隔で行なった。受信機にはシステム雑音約 200Kの HEMTアンプを用いた。また電波分光計は野辺
山 45m電波望遠鏡に用いられているものと同じ音響光学型分光計 (AOS)を用い、1chあたりの周波数分解能がそ
れぞれ 40kHz、250kHzである highと wideで同時観測した。
現在のところ上記の観測範囲内で約 100点のデータを得ることができ、これらの観測結果からNH3分子の回転
温度は、最もスペクトルの強い点 (l = 0.75◦、b = −0.125◦)において約 37Kと求められた。また得られたNH3の
分布について、同じビームサイズである東京大学の 60cm電波望遠鏡による 230GHzでのCO(J = 2− 1)観測の
マップ (Oka et al. 1998)と比較しながら銀河系中心領域での CO分子と NH3分子の分布について考察した。そ
の結果、NH3のピークは COのピークの分布と似た分布であることがわかった。


